
 

（５）平成１６年台風２１号 

 

○ 気象・降雨概要                     
 ９月２１日３時にグアム島の西南西の海上で発生した台風２１号は、発達しながら
日本のはるか南海上を北西に進み、２６日には沖縄本島と宮古島の間を通って、東シ
ナ海へ入った。２７日以降は進路を北東に変え、２９日８時半頃に鹿児島県串木野市
付近に上陸した。その後、九州、四国、近畿、北陸、東北地方を通過し、３０日１２
時に宮城県の沿岸部で温帯低気圧となった。 

この台風と前線の影響により、三重県では記録的な豪雨となったほか、四国、近畿、
東海地方の各地で４００ミリを越える大雨となった。 

 

○ 被害の状況                     
 
 

 
 
 
 
 
                
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【浸水により一面が湖と化した市街地 
（三重県海山町）】 

【土石流により損壊した家屋 
        （三重県宮川村）】 

死者 26 名、行方不明者 1 名 
      床上浸水 5,798 棟、床下浸水 13,883 棟 
     家屋全壊 79 棟、半壊 273 棟、一部破損 1,936 棟 
      公共土木施設被害：河川 3,727 件、海岸 1９件等（１月１４日現在被害報告） 
   土砂災害発生件数 251 件 

【土石流により損壊した家屋 
（愛媛県四国中央市）】

【流木が橋梁にかかり、河道を閉塞 
（愛媛県小松町）】 

  


